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民有林と協力して行う森林施業の推進について

～「森林整備推進協定」及び「森林資源循環利用推進協定」の締結～

森林整備部 技術普及課

「多雪地域におけるコンテナ苗植栽試験（グライド測定機器設置）」

（新潟県湯沢町）

（撮影者：中越森林管理署）



国
有
林
野
事
業
で
は
、
民
有
林
と
国
有

林
が
隣
接
す
る
地
域
の
森
林
に
お
い
て
、

森
林
管
理
署
等
と
民
有
林
所
有
者
等
が
、

森
林
整
備
の
推
進
に
関
す
る
協
定
を
締
結

す
る
と
と
も
に
、
協
定
区
域
内
で
森
林
共

同
施
業
団
地
を
設
定
し
、
双
方
が
連
携
し

て
路
網
整
備
や
間
伐
、
木
材
の
協
調
出
荷

等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局
管
内
で
は
、
平
成
26

年
度
末
ま
で
に
13
件
の
森
林
整
備
推
進
協

定
（
協
定
期
間
を
満
了
し
た
も
の
は
除
く
）

を
締
結
し
、
協
定
区
域
内
で
設
定
し
た
森

林
共
同
施
業
団
地
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
協
定
者
間
で
連

携
し
て
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
新
た
に
中
越
森
林
管
理
署
及

び
下
越
森
林
管
理
署
で
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

ま
た
、
群
馬
森
林
管
理
署
に
お
い
て
は
、

地
域
の
森
林
資
源
を
活
用
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー

地
産
地
消
を
実
現
す
る
た
め
、
「
森
林
資

源
循
環
利
用
推
進
協
定
」
を
締
結
し
ま
し

た
。こ

れ
ら
の
取
組
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。

【
中
越
森
林
管
理
署
】
南
魚
沼
市
山
口
地

域
森
林
整
備
推
進
協
定
の
締
結

９
月
30
日
に
南
魚
沼
市
、
南
魚
沼
森
林

組
合
、
株
式
会
社
戸
田
組
、
中
越
森
林
管

理
署
の
４
者
で
「
南
魚
沼
市
山
口
地
域
森

林
整
備
推
進
協
定
」
を
締
結
し
、
私
有
林
・

市
行
造
林
・
国
有
林
か
ら
な
る
森
林
共
同

施
業
団
地
を
設
定
し
ま
し
た
。

こ
の
森
林
共
同
施
業
団
地
は
、
３
３
６

㌶
（
民
有
林
65
㌶
、
国
有
林
２
７
１
㌶
）

で
、
効
率
的
な
作
業
シ
ス
テ
ム
を
考
慮
し

た
森
林
作
業
道
を
作
設
す
る
と
と
も
に
、

民
有
林
で
は
間
伐
、
国
有
林
で
は
皆
伐
を

実
施
す
る
な
ど
し
て
木
材
の
安
定
的
な
供

給
と
利
用
促
進
に
努
め
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
八
海
神
社
に
隣
接

す
る
箇
所
は
、
鎮
守
の
森
と
し
て
地
元
住

民
が
後
世
に
受
け
継
ぐ
た
め
の
森
林
と
し

て
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
民
国
が
連
携
し
て
路
網
整
備
や

効
率
的
な
森
林
施
業
に
取
り
組
む
こ
と
に

よ
り
、
森
林
の
多
面
的
機
能
の
高
度
発
揮

や
資
源
の
循
環
利
用
を
促
進
し
、
当
地
域

の
森
林
・
林
業
の
再
生
に
貢
献
し
て
い
き

ま
す
。

【
下
越
森
林
管
理
署
】
阿
賀
地
域
民
国
連

携
森
林
整
備
推
進
協
定
の
締
結

10
月
28
日
に
東
蒲
原
郡
森
林
組
合
、
公

益
社
団
法
人
新
潟
県
農
林
公
社
、
阿
賀
町
、

新
潟
県
新
潟
地
域
振
興
局
津
川
地
区
振
興

事
務
所
、
下
越
森
林
管
理
署
の
５
者
で

「
阿
賀
地
域
民
国
連
携
森
林
整
備
推
進
協

定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

協
定
区
域
は
、
阿
賀
町
全
域
の
森
林
で
、

森
林
共
同
施
業
団
地
は
、
新
谷
・
細
越
団

地
と
中
ノ
沢
団
地
の
２
箇
所
設
定
し
ま
し

た
。新

谷
・
細
越
団
地
は
、
１
０
１
㌶
（
民

有
林
65
㌶
、
国
有
林
36
㌶
）
で
、
民
有
林

で
は
間
伐
、
国
有
林
で
は
複
層
伐
等
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

平成２７年１２月１８日 関 東 森 林 管 理 局 第１３８号（２）

～
「
森
林
整
備
推
進
協
定
」
及
び
「
森
林
資
源
循
環
利
用
推
進
協
定
」
の
締
結
～森林

整
備
部

技
術
普
及
課

協定調印式（南魚沼市）

民有林協定箇所（南魚沼市）

協定調印式（阿賀町）

民有林協定箇所（阿賀町）



№ 県名 署等名 協 定 の 名 称
森林共同施業団地面積(ha)

協定締結年度
国有林 民有林 合計

1 静岡県 伊豆署 伊豆地域森林整備推進協定 156 402 558 平成22年９月

2 福島県 福島署 笹森山地区森林整備推進協定 583 1,220 1,803 平成23年２月

3 福島県 白河支署 古殿地域森林整備推進協定 33 113 146 平成23年２月

４ 静岡県 静岡署 富士山西麗地域森林整備推進協定 3,330 603 3,933 平成24年２月

５ 群馬県 利根沼田署 川場村溝又入地区森林整備推進協定 205 214 419 平成24年10月

６ 新潟県 村上支署 村上市笹平地区森林整備推進協定 313 206 519 平成25年２月

７ 山梨県 山梨所 身延・南部地域森林整備推進協定 416 537 953 平成25年３月

８ 新潟県 中越署 湯沢町森林整備推進協定 87 16 103 平成26年３月

９ 群馬県 吾妻署 四万駒岩地区森林整備推進協定 138 73 211 平成26年３月

１０ 福島県 福島署 郡山市竹ノ内地区森林整備推進協定 1,008 158 1,166 平成27年２月

１１ 新潟県 下越署 二王子森林整備推進協定 84 55 139 平成27年２月

１２ 新潟県 村上支署 関川村内須川地区森林整備推進協定 285 213 498 平成27年３月

１３ 群馬県 吾妻署 大沢上郷地区森林整備推進協定 81 25 106 平成27年３月

１４ 新潟県 中越署 南魚沼市山口地域森林整備推進協定 271 65 336 平成27年９月

１５ 新潟県 下越署 阿賀地域民国連携森林整備推進協定 89 78 167 平成27年10月

計 7,079 3,978 11,057

関東森林管理局管内における森林整備推進協定等の締結状況（平成27年11月末現在）
１ 森林整備推進協定

２ 森林資源循環利用推進協定

№ 県名 署等名 協 定 の 名 称 面積(ha) 協定締結年度
国有林 民有林 合計

１ 群馬県 群馬署 上野村森林資源循環利用推進協定 702 57 759 平成27年10月

計 702 57 759

中
ノ
沢
団
地
は
、
66
㌶
（
民
有
林
13
㌶
、

国
有
林
53
㌶
）
で
、
民
有
林
・
国
有
林
と

も
に
間
伐
を
主
体
に
森
林
整
備
を
実
施
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

阿
賀
野
川
流
域
に
位
置
す
る
市
町
村
の

中
で
も
特
に
豊
富
な
森
林
資
源
を
有
す
る

阿
賀
町
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
取
組
を

進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
当
流
域
の
林
業
・

木
材
産
業
の
活
性
化
の
み
な
ら
ず
、
広
域

に
わ
た
る
地
域
振
興
に
も
つ
な
が
る
も
の

と
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
群
馬
森
林
管
理
署
】
上
野
村
森
林
資
源

循
環
利
用
推
進
協
定
の
締
結

10
月
23
日
に
群
馬
県
上
野
村
と
群
馬
森

林
管
理
署
の
間
で
「
上
野
村
森
林
資
源
循

環
利
用
推
進
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
上
野
村
が
目
指
す
「
持

続
す
る
村
づ
く
り
」
の
根
幹
を
担
う
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
実
現
す
る
た
め
、

そ
の
資
材
の
安
定
的
・
持
続
的
供
給
の
方

策
に
つ
い
て
、
民
有
林
と
国
有
林
が
協
働

し
て
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
地
域
振
興
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

協
定
区
域
は
、
７
５
９
㌶
（
民
有
林
57

㌶
、
国
有
林
７
０
２
㌶
）
で
、
区
域
内
の

国
有
林
の
う
ち
広
葉
樹
林
の
一
部
に
つ
い

て
、
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
事
業
の
ペ
レ
ッ

ト
用
資
材
と
し
て

供
給
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

伐
採
後
は
、
根

株
か
ら
発
生
し
た

芽
（
ぼ
う
芽
）
に

よ
り
更
新
を
図
り
、

概
ね
25

年
サ
イ
ク

ル
で
伐
採
・
更
新

を
繰
り
返
す
こ
と

で
、
持
続
的
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
の

供
給
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
地

域
は
急
峻
な
箇
所

が
多
く
、
木
材
の

搬
出
は
架
線
集
材

が
主
体
と
な
る
た

め
、
架
線
技
術
者

の
育
成
に
向
け
た

技
能
研
修
を
国
有

林
の
フ
ィ
ー
ル
ド

を
活
用
し
て
実
施

す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
今
後
も
こ
の

よ
う
な
民
国
が
連
携
し
た
取
組
を
管
内
各

署
等
に
お
い
て
更
に
推
進
し
、
施
業
の
集

約
化
や
低
コ
ス
ト
林
業
の
モ
デ
ル
と
な
る

よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（３）平成２７年１２月１８日 関 東 森 林 管 理 局 第１３８号

協定調印式（上野村）

今
月
の
表
紙

多
雪
地
域
に
お
け
る
コ
ン
テ

ナ
苗
植
栽
試
験

新
潟
県
内
の
多
雪
地
域
に
お
い
て

も
収
益
性
を
確
保
す
る
た
め
低
コ
ス

ト
造
林
技
術
の
確
立
が
緊
急
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
策
と
し
て
コ
ン
テ
ナ
苗

の
植
栽
の
可
能
性
を
調
査
・
検
討
を

行
う
た
め
新
潟
県
、
新
潟
県
森
林
研

究
所
と
共
同
で
新
潟
県
湯
沢
町
の
日

白
山
国
有
林
を
活
用
し
、
苗
木
の
生

育
状
況
、
積
雪
地
域
で
苗
木
の
生
育

に
影
響
を
与
え
る
斜
面
の
下
方
向
に

積
雪
が
苗
木
を
引
っ
ぱ
る
現
象
で
あ

る
グ
ラ
イ
ド
（
雪
の
滑
る
距
離
）
の

測
定
等
の
実
証
試
験
を
今
年
度
よ
り

実
施
し
て
い
ま
す
。

※ 水色の網掛けは、本年度に協定を締結したもの



林
野
庁
で
は
、
一
般
公
募
に
よ
る
国
有

林
モ
ニ
タ
ー
と
の
意
見
交
換
会
の
実
施
や
、

国
有
林
野
が
所
在
す
る
地
域
の
市
町
村
長

と
の
会
議
等
を
通
じ
て
、
国
有
林
を
開
か

れ
た
「
国
民
の
森
林
」
と
し
て
管
理
経
営

す
る
た
め
の
意
見
聴
取
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
秋
、
関
東
森
林
管
理
局
で
開
催
し

た
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
と
国
有
林
野
等

所
在
市
町
村
長
有
志
連
絡
協
議
会
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
】

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
70
名
の
国
有

林
モ
ニ
タ
ー
の
皆
様
に
広
報
誌
や
国
有
林

等
に
関
す
る
資
料
を
毎
月
お
送
り
す
る
と

と
も
に
毎
年
１
回
現
地
検
討
会
を
開
催
し

し
、
そ
の
上
で
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
や

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に
よ
り
ご
意
見
を
聴

取
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
９
月
30
日
（
水
）
に
９
名

の
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

群
馬
県
み
な
か
み
町
に
お
い
て
、
現
地
検

討
会
と
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
を
開
催
し

ま
し
た
。

当
日
は
、
生
物
多
様
性
の
復
元
と
持
続

的
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
関
東
森
林

管
理
局
と
（
公
財
）
日
本
自
然
保
護
協
会

及
び
地
域
住
民
の
三
者
が
協
働
で
取
り
組

ん
で
い
る
「
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
現

地
視
察
を
行
う
と
と
も
に
、
最
近
の
森
林
・

林
業
の
課
題
等
に
つ
い
て
の
説
明
や
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の
方
々
か
ら
は
、

「
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
を
他
の
地

域
に
も
展
開
し
て
い
く
べ
き
」
「
赤
谷
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
若
者
や
女
性
が
も
っ
と
参

加
す
る
と
よ
い
」
「
林
業
が
生
業
と
し
て

成
り
立
つ
よ
う
な
構
造
改
革
が
必
要
」

「
人
材
育
成
や
新
規
採
用
へ
の
支
援
が
弱

い
の
で
は
な
い
か
」
「
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど

に
間
伐
材
を
有
効
利
用
し
、
雇
用
拡
大
に

も
つ
な
げ
る
べ
き
」
と
い
っ
た
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
国
有
林
野
等
所
在
市
町
村
長
有
志
連

絡
協
議
会
】

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
国
有
林
野
が

所
在
す
る
地
域
の
市
町
村
長
と
の
会
議
を

管
内
の
各
地
で
開
催
す
る
と
と
も
に
、
各

地
域
の
代
表
市
町
村
長
の
参
加
に
よ
る

「
国
有
林
野
等
所
在
市
町
村
長
有
志
連
絡

協
議
会
」
を
年
一
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
11
月
20
日
（
金
）
に
12
地

区
の
代
表
市
町
村
長
等
に
ご
臨
席
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
林
野
庁
本
庁
か
ら
は
小
坂

業
務
課
長
及
び
岡
村
水
源
地
治
山
対
策
室

長
、
関
東
森
林
管
理
局
か
ら
は
志
田
局
長
、

上
野
次
長
ほ
か
関
係
者
が
出
席
し
、
東
京

都
千
代
田
区
の
農
林
水
産
省
三
番
町
共
用

会
議
所
を
会
場
に
活
発
な
議
論
を
行
い
ま

し
た
。

会
議
の
冒
頭
、
志
田
局
長
か
ら
「
森
林

共
同
施
業
団
地
等
の
民
有
林
と
連
携
し
た

取
組
を
一
層
推
進
し
て
い
く
」
旨
の
挨
拶

が
あ
り
、
そ
の
後
、
林
野
庁
か
ら
は
「
平

成
27
年
度
国
有
林
野
事
業
主
要
取
組
事
項
」

の
紹
介
や
最
近
の
森
林
・
林
業
を
取
り
巻

く
情
勢
等
に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

市
町
村
長
等
と
の
意
見
交
換
で
は
、
深

刻
化
し
て
い
る
鳥
獣
被
害
へ
の
対
策
や
、

森
林
整
備
や
治
山
事
業
の
一
層
の
推
進
等

に
つ
い
て
の
意
見
や
要
望
が
あ
り
、
活
発

な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
こ
う
し
た
会

議
や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
等
を
通
じ
て
い

た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
要
望
を
生
か
し
な

が
ら
、
自
治
体
等
の
関
係
者
と
も
連
携
し
、

開
か
れ
た
「
国
民
の
森
林
」
と
し
て
の
国

有
林
の
管
理
経
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平成２７年１２月１８日 関 東 森 林 管 理 局 第１３８号（４）

農林水産省三番町共用会議所での協議会

国有林モニター会議での意見交換

「
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
」
及
び
「
国
有
林
野
等
所
在
市
町
村
長
有
志
連
絡
協
議
会
」
の
開
催

総
務
企
画
部

企
画
調
整
課



平
成
27
年
度

関
東
森
林
管
理
局

森
林
・
林
業
技
術
交
流
発
表
会

予

告
編赤

谷
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー

（
以
下
「
赤
谷
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。
）

で
は
、
今
年
度
２
つ
の
発
表
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

①
ニ
ホ
ン
ジ
カ
誘
引
試
験
に
つ
い
て

赤
谷
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昨
年
度
の
業
務

研
究
発
表
で
、
赤
谷
の
森
に
ニ
ホ
ン
ジ
カ

が
侵
入
・
繁
殖
し
て
い
る
こ
と
、
植
生
へ

の
摂
食
状
況
な
ど
か
ら
現
在
は
低
密
度
と

考
え
ら
れ
る
一
方
で
、
今
後
、
近
い
将
来

に
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
増
加
し
森
林
生
態
系
へ

の
悪
影
響
が
心
配
さ
れ
、
地
域
や
幅
広
い

関
係
者
と
連
携
し
な
が
ら
対
策
を
検
討
し

て
い
る
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
に
つ

い
て
発
表
し
ま
し
た
。

ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
低
密
度
で
あ
る
時
の
個

体
数
管
理
手
法
は
、
進
入
初
期
段
階
の
場

所
と
、
個
体
数
管
理
の
実
施
に
よ
っ
て
高

密
度
か
ら
低
密
度
に
な
っ
た
場
所
で
の
管

理
手
法
と
し
て
全
国
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

に
な
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

低
密
度
下
に
お
い
て
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ

が
集
ま
り
や
す
い
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
を
見

つ
け
、
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
に
出
没
す
る
ニ

ホ
ン
ジ
カ
を
確
実
か
つ
効
率
よ
く
安
全
に

捕
獲
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

現
在
、
赤
谷
セ
ン
タ
ー
で
は
、
低
密
度

下
に
お
け
る
個
体
数
管
理
手
法
の
確
立
に

向
け
て
、
群
馬
県
林
業
試
験
場
の
協
力
を

得
て
、
赤
谷
の
森
で
捕
獲
を
前
提
と
し
た

誘
引
試
験
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
成

果
を
今
年
度
の
交
流
発
表
会
へ
発
表
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

②
地
域
と
つ
な
が
る
国
有
林

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
国
有
林

「
赤
谷
の
森
」
1
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
舞
台

に
、
「
生
物
多
様
性
の
復
元
」
と
「
持
続

的
な
地
域
づ
く
り
」
の
取
組
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
自
然
環
境
を
損
な
う

こ
と
な
く
多
く
の
恵
み
を
得
る
こ
と
で
、

「
よ
り
持
続
力
を
も
つ
、
人
の
社
会
」
を

作
る
た
め
の
「
人
と
自
然
と
の
新
た
な
い

い
関
係
」
を
見
つ
け
出
し
、
選
択
し
、
実

践
す
る
取
組
で
す
。

赤
谷
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
目
標
の
達

成
に
向
け
た
取
組
の
一
つ
と
し
て
、
森
と

里
（
人
の
活
動
の
場
）
と
人
、
そ
し
て
人

と
人
と
を
つ
な
げ
る
取
組
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

取
組
は
、
さ
ま
ざ
な
ま
組
織
や
人
と
連

携
し
て
い
ま
す
が
、
取
組
の
関
係
者
が
増

え
る
ほ
ど
、
ア
イ
デ
ア
や
で
き
る
こ
と
が

増
え
、
ま
た
、
地
域
と
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
国
有
林
）
が
つ
な
が
っ
て
い
く
、
み

ん
な
が
主
役
で
そ
れ
ぞ
れ
が
出
番
を
見
つ

け
て
進
め
ら
れ
る
取
組
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
取
組
の
内
容
や
連
携
の
実
際
な
ど

に
つ
い
て
今
年
度
の
交
流
発
表
会
で
発
表

し
ま
す
。

（５）平成２７年１２月１８日 関 東 森 林 管 理 局 第１３８号

地域のNPOが主催する「森のよう

ちえん」へのプログラム提供

「森と里と人をつなげる」を

テーマに、地域の観光協会が

主催する「CoCoira」へのプロ

グラム提供

試験地の鉱塩付近で撮影さ

れたメスジカ

試験地のヘイキューブ付近

で撮影されたメスジカ

赤谷プロジェクトによる企画「赤

谷の森まつり」を町や地域などと

連携して開催



関
谷
森
林
事
務
所
は
、
新
潟
県
岩
船
郡

関
川
村
に
所
在
し
、
関
川
村
の
中
央
部
を

流
れ
る
荒
川
の
左
岸
の
国
有
林
約
１
１
０

０
０
㌶
（
村
内
森
林
の
70
・
９
㌫
）
を
管

理
し
て
い
ま
す
。

関
川
村
に
は
、
江
戸
時
代
に
建
て
ら
れ

国
指
定
重
要
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い

る
「
渡
邉
邸
」
や
「
佐
藤
邸
」
、
毎
年
８

月
下
旬
に
実
施
さ
れ
る
「
大(

た
い)

し
た

も
ん
蛇(

じ
ゃ)
ま
つ
り
（
竹
と
ワ
ラ
で
作

ら
れ
た
82
・
８
㍍
の
蛇
は
ギ
ネ
ス
世
界
一

認
定
）
」
に
は
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
荒
川
は
平
成
15
年
か
ら
平
成
17

年
ま
で
、
河
川
水
質
調
査
ラ
ン
キ
ン
グ
で

３
年
連
続
１
位
に
輝
き
、
「
平
成
の
名
水

百
選
」
に
認
定
さ
れ
た
清
流
と
し
て
、
夏

は
鮎
釣
り
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
鮭
釣

り
が
で
き
、
全
国
か
ら
太
公
望
が
訪
れ
る

河
川
で
す
。

一
方
、
関
川
村
は
森
林
率
が
87
㌫
と
高

く
、
昔
か
ら
森
林
と
の
関
わ
り
が
深
い
地

域
で
あ
り
、
中
で
も
山
形
県
境
に
隣
接
す

る
飯
豊
連
峰
は
、
豪
雪
地
帯
特
有
の
ブ
ナ

を
中
心
と
し
た
広
葉
樹
林
が
広
が
り
、
磐

梯
朝
日
国
立
公
園
に
も
指
定
さ
れ
て
お
り
、

代
表
的
な
杁
差
岳(

え
ぶ
り
さ
し
だ
け
・

標
高
１
６
３
６
㍍)

、
立
烏
帽
子
（
た
て

え
ぼ
し
・
標
高
約
６
８
０
㍍
）
な
ど
、
四

季
折
々
の
木
々
を
見
な
が
ら
登
山
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
荒
川
を
は
さ
ん
で
高
温
豊

富
な
湯
量
を
誇
る
「
鷹
の
巣
温
泉
」
「
高

瀬
温
泉
」
「
湯
沢
温
泉
」
「
雲
母
温
泉
」

の
四
つ
の
温
泉
街
と
日
帰
温
泉
「
桂
の
関

温
泉
」
が
あ
り
、
近
県
か
ら
の
観
光
客
も

多
く
、
冬
の
ス
キ
ー
客
も
含
め
一
年
を
通

し
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

当
事
務
所
の
業
務
は
、
国
有
林
と
民
有

地
の
境
界
管
理
、
収
穫
、
造
林
等
の
調
査

が
主
な
仕
事
で
す
。
現
在
は
地
元
の
元
職

員
の
方
々
を
非
常
勤
職
員
と
し
て
雇
用
し

な
が
ら
業
務
に
あ
た
っ
て
お
り
、
い
ず
れ

の
方
々
も
高
齢
に
な
っ
て
き
て
い
る
た
め
、

今
後
、
作
業
員
の
新
た
な
雇
用
や
技
術
継

承
な
ど
が
悩
み
の
種

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
国
で
騒
が

れ
て
い
る
ナ
ラ
枯
れ

や
松
枯
れ
問
題
等
も

管
内
で
確
認
さ
れ
て

お
り
、
今
後
の
対
策

等
も
重
要
な
業
務
に

な
っ
て
く
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

今
年
の
４
月
に
初
め
て
の
新
潟
県
勤
務

と
な
り
、
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
状
態
で

着
任
し
た
私
で
す
が
、
支
署
、
地
域
の
方
々
、

隣
接
の
先
輩
森
林
官
か
ら
い
ろ
い
ろ
助
言

を
い
た
だ
き
、
早
い
も
の
で
半
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
頼
り
な
い
私
で
す
が
、

地
域
や
代
々
の
森
林
官
等
に
よ
り
手
入
れ

さ
れ
て
き
た
森
林
を
、
よ
り
良
く
次
世
代

に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
精
進
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

平成２７年１２月１８日 関 東 森 林 管 理 局 第１３８号（６）

村の中心部を流れる「荒川」

ギネス世界一８２．８mの蛇

国の重要文化財「渡邉邸」

飯豊連峰

発
行
所
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林
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